
（軽微な語句の訂正等を除く）

Ｎｏ 医療圏 項　目 団体名 原　　案 意　見　内　容 県の考え方

1 海部 がん対策 津島市 【記載なし】

「現状と課題」の「３　医療提供体制」へ以下を追記すること。
○津島市民病院においては、化学療法室（10床）を設け、入院・
外来あわせて年間1,500件ほどの化学療法を実施しています。ま
た、新しいマンモグラフィー（乳房撮影装置）を導入し、年間
2,500件ほどの検査を実施しています。

各医療機関ごとの化学療法及びマン
モグラフィーの実施件数までは記載
していません。
なお、本文中に化学療法の実施病院
数、乳がん検診の受診率について記
載しています。

2 海部
在宅医療
対策

津島市 【記載なし】

「２ 在宅医療の提供体制の整備」の「現状と課題」の「在宅医
療等の現況」へ以下を追記すること。
○津島市では、平成24年度から訪問看護ステーションを津島市民
病院の一部門とし、職員を増員して体制を強化しています。」を
追記すること。

各医療機関ごとの個別取組までは記
載していません。
なお、医療圏における在宅医療サー
ビスの状況として訪問看護ステー
ション等の設置数を記載していま
す。

3 海部
在宅医療
対策

津島市

○ 平成24年度において国のモデル事
業である「津島市在宅医療連携拠点事
業」を実施し、多職種連携、在宅医療
の人材育成、在宅医療に関する地域住
民への普及啓発等について関係者と検
討をはじめています。また、地域の
医・歯・薬・介護の連携、地域包括ケ
アの推進等に取り組むため、「津島市
医歯薬介連携推進協議会（通称：あん
しんネットつしま）」を設置していま
す。

「普及啓発等について関係者と検討をはじめています。」を「普
及啓発等に取り組んでいます。」に修正すること。

ご意見のとおり修正します。

4 海部
在宅医療
対策

津島市 【記載なし】

「２ 在宅医療の提供体制の整備」の「現状と課題」の「在宅医
療等の現況」へ以下を追記すること。
○地域住民代表をメンバーに含む「津島市在宅医療連携推進協議
会」を設置し、市民との協働による地域包括ケアの確立に取り組
んでいます。
○津島市在宅医療連携推進協議会で電子連絡帳システムを導入
し、研究と普及に取り組んでいます。

ご意見を踏まえ、地域住民代表をメ
ンバーに含む「津島市在宅医療連携
推進協議会」の中で、市民と協働に
よる地域包括ケアの確立及びＩＣＴ
を活用した電子連絡手帳システムの
研究と普及に取り組んでいることを
記載します。
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Ｎｏ 医療圏 項　目 団体名 原　　案 意　見　内　容 県の考え方

5 海部
在宅医療
対策

津島市 【記載なし】

「２ 在宅医療の提供体制の整備」の「現状と課題」の「在宅医
療等の現況」へ以下を追記すること。

○津島市民病院に「在宅医療支援病床」を５床確保し、平成25年
７月から在宅療養者の病状急変時に対応しています。

ご意見のとおり修正します。

6 西三河南部西

地域の概
況
人口

西尾市 【記載なし】

本計画は、保健医療計画であるので、例えば人口１０万人当たり
の常勤医師数を各市ごとに表示して、将来計画で論議すべきでは
ないか。
厚労省は、地域医療支援センターについて医療法に位置付け、県
知事が医師不足病院への派遣要請ができる旨を法律上明確化する
としている。本計画中で地域ごとの医師数の検討を要請します。

医師の確保対策は、医学部を有する
大学との連携など、全県を対象に実
施していく事業と考えており、県全
域を対象とした県計画において記載
することとしております。
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